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昭和43年7月10日（毎月10日発行）第・・8号醗畿養易欝

一人口の動き一一一

　7月1日現在一
男5．935（一4）

女　　ao92（一8）

計1ao27（一1の
世帯数2．590G・3）

（）内は前月との比較

ノ
広報

印刷／白南風社発行／川西町役場　編集！企画室　定価／1部5円

　　明治百年記念
（伊友）月見ガ原公園の建設始まる

　千手観音の旧競馬場跡約4000平方メートルの

土地を利用した公園の建設が具体化いたしました。

きもいりは”広報スケッチ，，でご紹介したこともあ

る伊友の老人クラブ。さろ3日から町のブルドーザ

ーがはいって作業が開始されました。

　敷地内の雑木、雑草などのとり除きは老人クラブ

のかたがたの奉仕で、さっそく十数人のクラブ員が

草の刈取りに精を出していました。

　公園は3力年の継続事業として建設する予定で計

画によると、競馬場のコースは交通標識をとりっけ

て交通教室にころも替えし、遊園地やお花畑ができ

るほか休憩所も作ることになっています。
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衰
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六
月
に
は
い
っ
て

農
繁
期
の
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
る
と
町
の
行
事

も
し
だ
い
に
活
発
と

な
る
。
ま
ず
恒
例
の
水
量
で
あ
る
。
長
年
の
懸
案
が
め
で
波
新
書
「
自
分
た
ち
で
生
命
を
守
っ
・
即

　
議
会
常
任
委
員
会
の

　
現
地
視
察
は
、
十
七

～
＋
八
日
に
行
な
わ
た
神
社
町
小
路
の
舗
装
が
月
末
の
二
老
人
と
乳
児
の
医
療
に
＋
割
給
付
を
・
欄

　
れ
た
総
文
を
皮
切
り
　
十
四
日
に
完
成
し
た
。
延
長
三
百
十
断
行
し
、
県
下
最
高
の
乳
児
死
亡
率
…
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
メ
ー
ト
ル
．
町
道
の
舗
装
と
し
て
を
ゼ
ロ
に
ま
で
引
き
下
げ
た
と
い
う
．
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
発
電
所
通
り
に
次
い
で
第
二
号
で
村
で
あ
る
。
視
察
団
は
和
久
井
議
長
騎

さ
ら
に
七
月
一
日
か
ら
あ
る
。
国
県
道
と
と
も
に
町
道
の
舗
を
団
長
に
、
蔵
品
、
内
山
両
監
査
委
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
装
も
今
後
計
画
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
員
、
川
崎
千
手
診
療
所
長
ほ
か
関
係
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
な
ろ
う
。
な
お
、
交
渉
中
で
あ
職
員
を
含
む
七
人
。
沢
内
村
の
実
情
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
千
手
小
校
庭
拡
張
の
た
め
の
用
を
自
分
た
ち
の
目
で
確
か
め
、
一
問
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
買
収
も
円
満
に
妥
結
し
、
七
月
一
　
一
答
を
録
音
テ
ー
プ
に
収
め
、
貴
重
．
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
付
け
で
売
買
契
約
書
の
交
換
と
代
な
み
や
げ
を
持
ち
帰
っ
た
一
行
の
視
瀟
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は
ひ
と
え
に
関
係
地
主
の
方
々
の
深
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。
〈
皿
〉
欝

水
脈
を
掘
り
当
て
た
こ
と
で
あ
る
。
　
い
ご
理
解
と
地
元
関
係
委
員
の
献
身
・
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ヤ

深
さ
一
六
五
メ
ー
ト
ル
、
着
工
以
来
的
な
奔
走
に
よ
る
も
の
で
、
と
も
ど
殿

一
カ
月
ぶ
り
の
戦
果
で
あ
っ
た
。
自
も
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
　
　
…
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

噴
は
し
な
い
が
推
定
一
日
百
ト
ン
の
　
　
最
後
に
特
筆
し
た
い
こ
と
は
、
岩
．
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

た
く
解
決
さ
れ
た
わ
け
。
　
　
　
　
　
た
村
」
で
有
名
な
岩
手
県
沢
内
村
へ
撤

　
次
は
・
六
月
は
じ
め
に
着
工
さ
れ
視
察
団
を
派
遣
し
た
こ
と
で
あ
る
。
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

に
、
土
厚
・
産
経
と
各
二
日
ず
つ
所

管
事
項
に
つ
い
て
キ
メ
細
か
い
視
察

を
行
な
い
．

三
日
間
に
わ
た
り
視
察
結
果
の
検
討

が
行
な
わ
れ
た
。

　
一
方
、
年
度
の
第
一
四
半
期
が
終

わ
る
こ
の
時
期
と
も
な
る
と
事
業
の

成
果
も
ぼ
つ
ぼ
つ
現
わ
れ
は
じ
め
る

そ
の
第
一
号
は
、
掘
削
中
の
仙
田
小
金
の
支
払
い
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
察
結
果
が
今
後
の
町
政
に
＋
分
生
か
撤

学
校
深
井
戸
が
六
月
十
四
日
待
望
の

囹
行
　
　
　
事

七
　
月

十
日
　
教
育
委
員
会
定
例
会
。
若
夫
婦

　
学
級
（
～
十
五
日
ま
で
）

十
一
日
　
若
葉
会
、
育
英
会
の
合
同
学

　
習
会
、
橘
出
張
所
で
。
中
仙
田
と
も

し
ぴ
婦
人
学
級
。

十
二
日
　
仙
田
地
区
開
発
促
進
委
員
会

十
四
日
　
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会
。

＋
五
日
　
う
ら
ぼ
ん
会
。
健
康
優
良
学

　
校
実
地
審
査
（
千
手
小
学
校
）
。

＋
七
日

皐
八
日

三
＋
日
八
一
日

千
手
観
音
祭
礼

信
組
杯
争
奪
野
球
大
会
o

土
用
の
丑

月

　
　
　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
い
っ
せ

　
い
防
除
旬
間
始
ま
る
。
消
防
法
施
行

記
念
日
。

五
日
食
中
毒
予
防
週
間
始
ま
る
o
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入札結果
　
さ
る
六
月
二
十
二
日

に
、
赤
谷
の
道
路
復
旧

エ
事
な
ど
五
つ
の
災
害

復
旧
工
事
請
負
入
札
が

役
場
で
行
な
わ
れ
た
o

　
こ
の
日
の
入
札
は
、

本
年
度
に
予
定
し
て
い

る
災
害
復
旧
工
事
の
一

部
で
、
の
こ
り
の
分
に

つ
い
て
も
順
を
追
っ
て

で
き
る
だ
け
早
く
事
業
を
進
め
て
ゆ
く

方
針
で
あ
る
。

　
今
回
の
入
札
結
果
は
次
の
と
お
り
o

　
　
①
は
事
業
量
②
は
請
負
額

　
（
③
は
請
負
業
者
名
　
　
　
　
）

赤
谷
道
路
復
旧
工
事

①
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
延
長
一
百

四
メ
ー
ト
ル
o
　
②
三
百
十
一
万
九
千

円
o
　
③
吉
楽
土
建
o

上
野
頭
首
工
復
旧
工
事

①
一
カ
所
o
②
百
二
＋
四
万
一

千
円
o
　
③
羽
鳥
建
設
。

三
領
頭
首
工
復
旧
工
事

灘

　
　
．
鱗
灘

難
鱒
灘
羅

甲藍

灘
灘
灘

　
　
①
一
カ
所
。
②
四
＋
二
万
二
千

円o

③
羽
鳥
建
設
。

中
仙
田
水
路
復
旧
工
事

　
①
延
長
百
二
＋
一
メ
ー
ト
ル
。

　
②
七
十
六
万
円
。
　
③
川
西
建
材
工

業
株
式
会
社
o

田
戸
水
路
（
地
す
べ
り
）

　
　
　
復
旧
工
事

　
①
農
地
保
全
●
．
片
法
わ
く
（
枠
）

二
十
基
、
地
下
排
水
路
百
五
十
八
メ
ー

ト
ル
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ニ
群
（
一
群
三
本

）
、
承
水
路
百
六
十
九
メ
ー
ト
ル
。
道

路
●
．
幅
員
ニ
メ
ー
ト
ル
、
延
長
二
百
五

十
九
メ
ー
ト
ル
o
　
②
一
千
四
百
九
十

九
万
三
千
円
。
　
③
丸
山
工
務
所
。

　
な
お
、
田
戸
は
上
田
戸
を
の
ぞ
く
全

域
が
地
す
べ
り
地
帯
の
指
定
を
う
け
た

神
社
町
の

　
　
道
路
舗
装
は
完
成

　
こ
れ
ら
の
工
事
は
入
札
の
日
か
ら
一

週
間
以
内
に
契
約
、
契
約
の
日
か
ら
一

週
間
以
内
に
着
工
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
る
o

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
上
新
井
の
道
路
舗

装
工
事
（
延
長
四
十
メ
ー
ト
ル
）
は
三

十
八
万
八
千
円
で
川
西
建
材
が
、
神
社

町
道
路
の
舗
装
工
事
（
延
長
三
百
十
七

メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
は
中
野
建
設
工

業
が
百
五
十
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
請
け
負

い
、
い
ず
れ
も
六
月
中
に
工
事
が
完
成

し
て
い
る
。

　
（
上
の
写
真
は
、
き
れ
い
に
舗
装
さ

れ
た
神
社
町
の
道
路
）

9
十
七
夜
の
出
店
i

場
所
割
り
は

露
店
管
理
委
員
会
の
手
で

　
「
川
西
町
千
手
観
音
祭
礼
露
店
管
理

規
約
」
が
三
日
公
布
。
同
日
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
規
約
は
、
千
手
観
音
祭

礼
に
と
も
な
う
露
店
を
公
正
、
明
朗
に

管
理
す
る
の
が
目
的
で
、
そ
の
た
め
の

i

水
害
を
防
ぐ

　
　
　
川
路
の
草
刈
り

　
降
雨
期
に
は
い
っ
て
、
河
川
沿

い
の
み
な
さ
ん
は
、
大
水
に
備
え

て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
警
戒
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
Q

　
と
く
に
、
川
筋
に
あ
る
障
害
物

わ
け
て
も
草
な
ど
が
災
害
の
原
因

と
な
り
ま
す
か
ら
、
水
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
草
刈
り
を
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

管
理
委
員
会
を
つ
く
り
、
出
店
許
可
の

手
続
き
や
場
所
割
り
に
つ
い
て
規
制
を

い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

　
出
店
関
係
で
必
要
の
あ
る
か
た
は
管

理
委
員
会
の
事
務
所
（
長
徳
寺
内
に
あ

り
ま
す
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
o

懸
騰
難
購
顯
纏
繊
糠
勲
濃
繍

選
挙
当
日
の
有
権
者
数

　
　
　
男

　
　
　
女

　
　
　
計地
方
区

※
投
票
者
数

　
男
三
、
一
五
一
人

※
投
票
率

　
男
八
七
、
O
O
％

　
　
　
　
有
効
投
票
六
、
二
三
三
票

　
　
　
　
無
効
投
票
　
　
三
八
三
票

　
　
　
　
持
ち
帰
り
票
　
　
　
二
票

全
国
区

※
投
票
者
数
　
　
六
、
六
一
五
人

　
男
三
、
一
四
九
人
　
　
女
三
、
四
六
六
人

※
投
票
率
　
　
　
八
六
、
三
八
％

　
男
八
六
、
九
零
％
　
　
女
八
五
、
八
八
％

　
　
　
　
　
　
横
山
ノ
ッ
ク
四
六

　
　
　
　
　
　
　
大
竹
平
八
郎
三
七

　
　
　
　
　
　
中
村
正
雄
三
三
　
上
田

　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
島
村
義
雄

　
　
　
向
井
長
年
二
五
　
藤
原
道
子
二

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
一
弘
二
三

　
　
　
　
　
　
　
迫
水
久
常
一
九
松

　
　
　
　
　
　
鈴
木
強
一
七
　
福
田
繁

　
　
　
天
坊
裕
彦
一
五
　
源
田
実
一
五

　
　
　
　
　
　
　
塩
崎
じ
ゅ
ん
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
み
つ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
励
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
賀
陽
邦
寿
一
〇
　
沢

　
　
　
　
田
口
長
治
郎
八
　
松
本
英
一

　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
貞
子
六

　
　
　
　
　
　
有
田
正
憲
五
　
伊
藤
新

　
　
　
た
ま
き
た
け
お
四
　
二
宮
文
造

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
し
ん
じ
ろ
う
三

　
　
　
　
　
　
三
浦
光
保
三
　
三
巻
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
房
雄
一
一

　
　
　
　
　
　
中
峠
国
夫
一
一
　
峯
山
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
順
造
一

　
　
　
　
　
　
　
中
西
幸
男
一
　
石
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
出
啓
典
一

　
　
　
　
　
三
原
藤
助
一
　
山
陰
探
月

　
　
　
　
　
　
松
田
照
久
一
鈴
木

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
谷
光
雄
、
内
田

善
利
、
上
田
し
ん
三
、
岡
崎
功
、
森
下

正
則
、
あ
く
ね
登
、
杉
本
一
夫
、
小
長

井
一
は
い
ず
れ
も
得
票
な
し
o
按
分
票

の
一
票
以
下
は
切
り
捨
て
o
得
票
が
同

数
の
場
合
は
届
出
順
に
記
載
し
た
o

　
　
　
　
有
効
投
票
　
五
、
八
二
八
票

　
　
　
　
無
効
投
票
　
　
七
八
七
票

豊
田
雅
孝
＝
＝

石
本
し
げ
る
一
〇
一

四
　
大
松
博
文
九
菖

八
　
岩
間
正
男
五
六

五
　
三
木
忠
雄
五
五

重
宗
雄
三
、
五
四

井
善
彰
四
七

ぶ
ち
哲
也
四
四

林
し
お
一
一
温

稔
二
八
　
田
中
一
、

二
七
四
　
上
田
哲
昌
三

永
野
鎮
雄
一
九

島
俊
之
一
八

一
五
川
野
三
暁
一
四

野
々
山
ご
二
、
一
二

一
一
小
林
武
一
一

若
林
正
武
一
〇

田
実
九

八
高
橋
正
勝
七

西
郷
隆
盛
六

夫
五四
渡
辺
武
四

佐
藤
三
蔵
三

子
三
　
横
川
正
市
三

大
西
末
子
一
一

範
二
　
末
松
久
美
一
一

森
き
く
ぞ
う
一

貞
夫
一
　
安
永
秀
雄
一

近
藤
天
一

一
　
新
堀
恵
一

武
一
、
青
山
雅
彦
、

五
四
　
山
下
春
江
五
四 青

島
幸
男
一
一
九

大
谷
藤
之
助
九

　
加
藤
シ
ヅ
エ
六

長
田
裕
二
、
五

ま
お
か
文
太
郎

　
　
今
東
光
五
四

江
藤
智
五
一
一
亀

　
　
　
　
　
　
た

三
、
六
一
＝
一
人

四
、
O
…
ハ
人

七
、
六
五
八
人

六
、
六
一
八
人

女
三
、
四
六
七
人

八
六
、
四
弓
％

女
八
五
、
九
〇
％
※
候
補
者
別
得
票
数
（
上
位
か
ら
）

※
候
補
者
別
得
票
数
（
上
位
か
ら
）

塚
田
＋
一
郎

松
井
　
誠

広
瀬
真
一

寺
島
泰
治

二
、
五
四
山
ハ
酋
ホ

ニ
、
三
五
三
票

一
、
一
二
一
三
票

　
一
一
一
票

和
田
静
夫
一
、
二
一
七
　
上
林
繁
次
郎
六

八
七
　
高
山
恒
雄
六
七
三
　
小
林
国
司

三
九
七
　
長
屋
茂
ご
七
一
　
長
谷
川
仁

二
六
〇
　
日
高
広
為
二
三
六
　
森
八
三

一
、
一
八
O
　
石
原
慎
太
郎
一
三
六

価
」
墨
鱒

齢
㊤　　
月
は
比
較
的

　
　
民
間
の
行
事

が
多
い
月
で
、
し

年
の
こ
と
で
す
。
つ
ゆ
の
後
期
に

な
る
と
大
雨
の
ふ
る
こ
と
が
あ
る

わ
け
で
す
が
、
過
去
、
川
西
町
で

大
き
な
水
害
と
い
わ
れ
た
三
十
四

年
と
三
十
五
年
の
例
を
と
っ
て
み

る
と
、
十
日
過
ぎ
が
い
ち
ば
ん
危

険
と
い
う
ケ
が
出
て
き
ま
す
o

　
　
十
四
年
は
十
一
日
夜
半
か
ら

　
　
十
二
日
朝
に
か
け
て
、
千
手

一
〇
七
ミ
リ
、
上
野
＝
ハ
八
ミ
リ

橘
二
一
六
ミ
リ
、
仙
田
一
二
三
ミ

リ
の
降
雨
量
を
記
録
し
、
約
一
億

円
の
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
三

十
五
年
は
、
十
三
日
の
明
け
方
か

ら
十
四
日
に
ま
た
が
る
豪
雨
禍
が

や
は
り
一
億
円
近
い
被
害
を
残
し

て
通
り
す
ぎ
ま
し
た
○
こ
の
時
の

雨
量
は
橘
が
二
五
〇
ミ
リ
、
千
手

が
二
〇
〇
ミ
リ
。
災
害
は
忘
れ
ず

に
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
最
近

の
定
説
な
の
に
、
三
十
五
年
以
来

川
西
町
は
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
な
の
で
、
　
「
忘
れ
た

こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
よ
う
な
予

感
も
い
た
し
ま
す
o

㊨　　
温
多
湿
の
こ
の
月
は
、
食
欲

　
　
が
お
と
ろ
え
が
ち
で
、
と
か

く
サ
ラ
リ
と
し
た
食
事
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
暑
さ
ま
け

し
な
い
た
め
に
変
化
の
あ
る
食
事

を
く
ふ
う
し
、
脂
肪
、
た
ん
白
質

と
生
の
野
菜
は
欠
か
さ
な
い
こ
と

で
す
。
同
時
に
、
食
中
毒
、
伝
染

病
の
季
節
で
す
か
ら
、
こ
の
面
で

の
注
意
も
た
い
せ
つ
で
す
っ
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バ
イ
ク
や
耕
運
機
の
申
告
は
役
場
（

税
務
課
）
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
、
車
両
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
種

々
の
問
題
や
い
ざ
こ
ざ
が
目
だ
っ
て
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
所
有
者
の
知
識
、
マ
ナ
ー

の
い
か
ん
に
よ
っ
て
事
前
に
解
決
で
き

る
は
ず
な
の
に
、
時
機
を
失
っ
た
り
、

あ
る
い
は
放
任
し
て
お
っ
た
た
め
、
当

事
者
に
と
っ
て
も
思
い
が
け
な
い
問
題

に
ま
で
な
り
、
困
惑
す
る
よ
う
な
例
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
o

　
こ
の
さ
い
そ
の
申
告
の
手
続
き
に
つ

い
て
、
も
う
一
度
確
認
し
て
み
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
o

圏
図
新
た
に
取
得
し
た
と
き

　
　
十
五
日
以
内
に
申
告
し
、
車
両
を

　
　
み
せ
て
標
識
の
交
付
を
う
け
る
o

圃
田
所
有
権
移
転
の
場
合

　
　
三
十
日
以
内
に
申
告
す
る
o

　
　
町
外
の
人
に
売
っ
た
と
き
は
標
識

を
返
納
す
る
。

圃
園
廃
車
を
し
た
と
き

　
　
三
十
日
以
内
に
申
告
し
、
標
識
を

返
納
す
る
。

圏
一
す
で
に
申
告
し
て
あ
る
内
容
を
変

更
し
た
場
合

　
　
十
五
日
以
内
に
変
更
し
た
む
ね
の

・
里
口
を
す
る
。

　
　
た
と
え
ぱ
、
●
車
の
定
置
場
が
変

　
っ
た
と
き
。
●
所
有
者
の
住
所
や
名

　
称
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
o

　
●
原
動
機
の
型
式
、
排
気
量
、
出
力

　
な
ど
が
変
っ
た
と
き
。
●
用
途
や
型

内
容
と
実
情
は
？
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

ー
耕
運
機
や
バ
イ
ク
の
登
録
乞

　
状
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。
な
ど
が

　
考
え
ら
れ
ま
す
o

圏
国
標
識
の
再
交
付

　
　
標
識
を
損
傷
ま
た
は
紛
失
し
た
場

、
合
に
は
十
五
日
以
内
に
申
告
し
て
再

　
交
付
を
う
け
る
o

　
　
車
の

　
　
　
盗
難
予
防
に
も

　
ま
た
、
陸
運
事
務
所
へ
申
告
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
軽
自
動
車
、
小
型
自

動
車
等
に
つ
い
て
も
、
納
税
義
務
の
発

生
、
消
滅
そ
の
他
の
異
動
で
申
告
の
必

要
が
生
じ
た
と
き
は
、
販
売
業
者
に
相

談
す
れ
ば
手
続
き
い
っ
さ
い
が
ス
ム
ー

ス
に
ゆ
き
ま
す
o

　
車
の
標
識
は
申
告
し
た
車
両
に
付
け

る
べ
き
も
の
で
、
車
の
買
い
換
え
な
ど

で
勝
手
に
付
け
替
え
て
よ
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
古
い
車
の
標
識
は
必

ず
返
納
し
、
新
車
分
は
新
た
に
交
付
を

う
け
る
G
）

　
申
告
事
項
が
常
に
実
態
と
合
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
登
録
の
意
義
や
盗

難
予
防
の
面
で
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

新
設
さ
れ
た

自
動
車
取
得
税

　
市
町
村
や
県
の
道
路
を
よ
く
す
る
た

め
の
財
源
に
す
る
目
的
で
、
七
月
一
日

か
ら
自
動
車
取
得
税
が
新
し
く
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
、
こ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
と
の
税
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

課
税
す
る
の
は

　
県
が
課
税
し
ま
す
o

　
だ
れ
に
課
税
す
る
の
か

　
新
車
、
中
古
車
を
と
わ
ず
自
動
車
（

軽
四
輪
お
よ
び
三
輪
も
含
ま
れ
ま
す
）

の
取
得
者
に
対
し
て
課
税
し
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
権
留
保
付
売
買
契
約
（

月
賦
・
年
賦
等
）
に
よ
り
自
動
車
を
購

入
し
た
買
主
は
、
た
だ
ち
に
取
得
者
と

な
り
ま
せ
ん
が
、
自
動
車
の
使
用
収
益

を
行
な
い
ま
す
の
で
所
有
者
と
み
な
し

て
、
購
入
の
時
に
課
税
し
ま
す
℃

税
額
は

　
自
動
車
の
取
得
価
額
を
も
と
に
そ
の

三
パ
ー
セ
ン
ト
が
税
金
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
取
得
価
額
は
、
無
償
で

も
ら
っ
た
り
、
特
別
の
事
情
で
安
く
買

っ
た
と
し
て
も
、
通
常
の
取
引
価
額
を

も
っ
て
取
得
価
額
と
み
な
し
ま
す
。

免
税
点
は

　
取
得
価
額
が
十
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

納
入
方
法

　
陸
運
事
務
所
に
自
動
車
の
登
録
、
届

出
・
変
更
等
の
手
続
き
を
す
る
時
、
自

動
車
取
得
税
申
告
書
を
陸
運
事
務
所
の

隣
に
あ
る
県
自
動
車
税
事
務
所
に
提
出

し
、
そ
の
際
に
県
の
収
入
証
紙
に
よ
っ

て
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
o

　
し
た
が
っ
て
、
販
売
会
社
か
ら
自
動

車
を
購
入
し
、
自
動
車
の
登
録
、
ま
た

は
届
出
等
の
手
続
き
を
販
売
会
社
に
い

っ
さ
い
委
任
さ
れ
る
か
た
は
、
そ
の
際

税
金
相
当
額
を
販
売
会
社
に
委
託
さ
れ

る
と
、
こ
の
税
の
納
付
手
続
き
が
ス
ム

ー
ス
に
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

申
告
し
な
い
と

　
自
動
車
を
取
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
申
告
を
し
な
い
と
、
調
査
に
よ
り
税

額
が
微
収
さ
れ
、
さ
ら
に
延
滞
金
や
加

算
金
を
と
ら
れ
ま
す
。

税
金
の
使
途
、

　
納
め
ら
れ
た
税
金
の
約
三
分
の
二
が

市
町
村
道
の
延
長
や
面
積
の
割
合
に
よ

っ
て
市
町
村
に
交
付
さ
れ
、
道
路
の
整

備
財
源
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
o

く
わ
し
い
こ
と
は

　
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
税
金

を
納
め
る
こ
と
を
猶
予
し
た
り
、
免
除

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
o
く
わ

し
い
こ
と
や
不
明
の
点
が
あ
っ
た
ら
、

財
務
事
務
所
（
十
日
町
“
川
原
町
、
電

話
八
、
一
二
一
）
か
自
動
車
税
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
o

一送四ム分の
三結
吉果

一

　
〈
野
球
H
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
〉
①
川
西

町
、
②
中
里
村
、
③
津
南
町
。
〈
卓
球

”
津
南
町
農
協
セ
ン
タ
i
〉
①
川
西
町

②
津
南
町
、
③
中
里
村
o
〈
排
球
“
中

里
村
田
沢
中
グ
ラ
ン
ド
V
男
①
川
西
町

②
津
南
町
、
③
中
里
村
o
女
①
津
南
町

②
中
里
村
、
③
川
西
町
。

児童マンガの日本一に
　橘小の山田君が

　
橘
小
学
校
（
後
藤
芳
校

長
）
五
年
山
田
邦
明
君
が

大
手
の
捕
鯨
三
社
主
催
で

行
な
わ
れ
た
「
く
じ
ら
図

画
、
漫
画
」
コ
ン
ク
ー
ル

の
漫
画
の
部
で
．
全
国
か

ら
の
応
募
約
七
千
点
の
う

ち
み
ご
と
に
最
優
秀
の
金

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
o

　
子
ど
も
新
聞
で
募
集
を

知
り
、
応
募
し
た
の
が
五

月
の
こ
と
o
さ
る
六
月
三

十
日
東
京
渋
谷
公
会
堂
で

の
表
彰
式
に
父
親
の
勝
雄

さ
ん
、
後
藤
校
長
に
つ
き

添
わ
れ
て
上
京
o
賞
品
は

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
学
校
に

は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
主

催
者
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
応
募
作
の
写
を
撮
影
し
た
も
の

で
本
物
と
は
図
形
が
す
こ
し
違
っ
て
い
ま

す
。
）
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明
年
度
採
用

川
西
町
職
員
を
募
集

　土　　一
応木　般募
　技わ事
募術な務集
　職い職
資員）員人

員高
校
卒
（
男
女
を
問

若
干
名

高
校
卒
の
男
若
干
名

格

　
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）
と
し
、
川
西
町
に
在
住

す
る
者
で
あ
る
こ
と
o

試
験
方
法

●
第
一
次
試
験

　
　
県
の
人
事
事
務
組
合
に
委
託
し
て

　
高
校
卒
程
度
で
、
町
の
職
員
と
し
て

　
必
要
な
一
般
知
識
お
よ
ぴ
教
養
に
つ

　
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
と

　
作
文
テ
ス
ト
を
行
な
う
。

●
第
二
次
試
験

　
　
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て

　
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
実
施
す
る

試
験
期
日

●
　
第
一
次
3
3
九
月
二
十
九
日
（
日

　
曜
）
、
長
岡
市
で
行
な
う
。
、

●
　
第
二
次
3
・
・
十
一
月
中
に
川
西
町

　
役
場
と
千
手
診
療
所
で
行
な
う
o

発
　
　
　
表

　
第
一
次
試
験
の
結
果
は
十
一
月
十
日

ま
で
に
発
表
し
合
格
者
に
通
知
す
る
。

　
第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
十
二
月

十
五
日
ま
で
に
最
終
合
格
者
を
決
定
し

役
場
前
に
掲
示
す
る
ほ
か
合
格
者
に
は

通
知
す
る
。

採
　
　
　
　
用

●
　
採
用
期
日
3
3
昭
和
四
十
四
年
四

　
月
一
日
。
　
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
み

　
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
卒
業
資
格

　
を
取
得
し
た
者
の
み
を
採
用
す
る
）

●
　
給
与
・
…
川
西
町
一
般
職
員
給
与

　
支
給
条
例
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

受
験
手
続

申
込
方
法
3
・
・
受
験
申
込
書
（
総
務
課

　
に
あ
り
ま
す
）
に
次
の
書
類
を
添
え

　
て
総
務
課
に
申
し
込
む
こ
と
o

　
ω
履
歴
書
（
写
真
を
は
ろ
、
〕
と
）

　
＠
身
上
調
書
　
　
の
最
終
学
校
の

　
　
成
績
証
明
書
。

受
付
期
間
・
3
・
八
月
一
日
か
ら
三
十
一

　
日
ま
で
の
一
カ
月
間

そ
の
他
3
3
不
明
の
点
は
総
務
課
（
電

　
話
二
一
〇
）
へ
問
い
合
わ
せ
の
こ
と

の
減
少
す
る
か
た
は
、
六
月
三
十
日
現

在
の
状
況
に
よ
っ
て
、
き
た
る
十
五
日

ま
で
に
税
務
署
に
申
請
す
れ
ば
、
予
定

納
税
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

43

年
分
所
得
税
の

予
定
納
税
と

　
　
減
税
申
請

　
七
月
は
申
告
所
得
税
第
一
期
分
の
予

定
納
税
の
月
で
す
o

　
納
税
者
に
は
六
月
中
旬
に
税
務
署
か

ら
、
昭
和
四
十
二
年
分
の
所
得
金
額
を

基
礎
と
し
て
、
本
年
度
の
税
法
改
正
に

よ
る
減
税
相
当
額
を
控
除
し
て
計
算
し

た
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
通
知
書
に
よ
る
予
定
納
税
額
を

今
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
に
な
っ
て
災
害
に
あ
っ

た
り
、
事
業
を
や
め
た
り
し
て
、
昨
年

に
く
ら
べ
て
本
年
は
所
得
が
減
る
見
込

み
の
人
、
お
よ
ぴ
扶
養
親
族
が
増
加
し

て
所
得
控
除
額
の
増
加
に
よ
り
納
税
額

こ
と
し
は

国
際
人
権
年
で
す

　
〃
人
類
社
会
の
平
和
と
自
由
は
人
権

の
尊
重
が
そ
の
基
礎
と
な
る
。
〃
と
い

う
考
え
が
、
国
際
社
会
で
確
認
さ
れ
た

の
は
い
ま
か
ら
二
十
年
前
の
こ
と
で
す

　
一
、
九
四
八
年
o
こ
の
年
、
国
際
連
合

は
第
三
回
総
会
で
経
済
社
会
理
事
会
の

補
助
機
関
と
し
て
人
権
委
員
会
を
設
け

人
権
尊
重
の
考
え
方
を
県
体
的
な
運
動

と
し
て
推
し
進
め
る
決
議
と
宣
言
、
　
「

世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
人
権
が
あ

り
、
そ
の
相
互
尊
重
が
、
戦
争
の
防
止

平
和
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
と
い
う

公
理
、
こ
れ
は
何
人
と
い
え
ど
も
否
定

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
真
理
で
す
。

　
世
界
人
権
宣
言
か
ら
数
え
て
二
十
年

こ
の
二
十
周
年
を
期
し
た
国
際
人
権
年

に
あ
た
つ
て
、
各
国
で
人
権
擁
護
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
o

　
わ
が
国
で
も
、
一
月
の
ポ
ス
タ
ー
お

よ
ぴ
ス
テ
ッ
カ
ー
の
は
り
だ
し
に
始
ま

り
、
こ
ん
ご
、
十
二
月
に
予
定
し
て
い

る
人
権
週
間
ま
で
、
毎
月
の
よ
う
に
盛

り
あ
げ
行
事
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
に

～
ー
o
『
ー
冨
冒
ξ
『
，
，
τ
蟹
ー
8
，
雪
マ
『
響
『
曾
冒
τ
l
c
ー
夢
‘
電
ー
U
曜
曾
8
■
．
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r一一一一一一一…一一戦没者叙位叙勲…一一…一一一一一…

i　6月27日役場で千手・上野・橘地区の戦没者62
i人に対する叙勲の伝達式が行なわれた・　　（写真）
…今回はこのほか仙田地区の23人の叙勲とあわせ
iて伝達数は85人、これで町関係では叙勲が決定し
iて遺族に交付が済んだのは301人に達っしたが、
i未内申119人を含めて町の対象者は530人とな
iっている。

な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
運
動
を
ま
す
ま
す
拡
大
し

て
ゆ
く
た
め
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

い
っ
そ
う
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
新
潟
地
方
法
務
局

　
新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
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お
す
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や
か
に

貴
田
勝
行

南
雲
信
明

水
品
秀
幸

五
＋
嵐
幸
子

五
＋
川
里
香

押
木
利
昭

小
林
高
夫

岡
島
　
隆

喜
平
長
男
学
校
町

隆
三
二
男
三
　
領

幸
夫
長
男
新
町
新
田

幸
男
長
女

庚
作
長
女

藤
榮
三
男

一
夫
長
男

了
長
男

元元沖野

町町立口

大
白
倉

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
南
雲
　
信
一
　
中
仙
田

　
　
　
長
谷
川
千
枝
　
十
日
町
か
ら

⑳　新
郎
　
引
間
　
光
雄
　
中
仙
田

　
新
婦
　
深
堀
美
恵
子
　
北
海
道
か
ら

碗　新
郎
　
高
橋
　
武
已
　
坪
　
山

　
新
婦
　
星
名
　
キ
ノ
　
学
校
町
か
ら
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新
郎
　
山
下
　
徳
蔵
　
学
校
町

　
新
婦
中
村
ア
イ
坪
山
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

　
江
口
昭
治
　
小
白
倉
　
　
四
一

清関須星高山小蔵櫃
水口藤名橋田川品間

ト重ヨヨキ喜邦重ヤ
ヨ作シシヨー雄作ウ

金
子
由
太
郎

高
橋
峯
吉

丸
山
ト
ク

小
林
コ
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原條友田谷條友

中
央
町

中
央
町
岩
瀬
室
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新
町
新
田

中
仙
田

八八七七七七六六六六六六四
八三六五四三九七六四三二七

年賀は

が
き
の

　
賞
品
受
け
取
り

　
引
き
換
え
期
限
は
十
九
日
で
す

　
せ
っ
か
く
の
幸
運
を
フ
イ
に
し

な
い
よ
う
に
、
も
う
一
度
お
手
も

と
の
年
賀
は
が
き
の
確
認
を
・
＝
・

当
せ
ん
番
号
　
　
（
各
組
共
通
）

◎
一
等
（
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
テ
レ
ビ

）
九
六
七
九
九
六
。
一
二
九
八
三

三
。
◎
二
等
（
ハ
ー
フ
カ
メ
ラ
）

下
五
ケ
タ
七
三
三
〇
一
。
◎
三
等

（
シ
ー
ツ
）
下
四
ケ
タ
七
一
一
六

◎
四
等
（
封
筒
セ
ッ
ト
）
下
三
ケ

タ
ニ
五
四
・
八
六
七
。
◎
五
等
（

切
手
シ
ー
ト
）
下
ニ
ケ
タ
七
五
。

三
八
。
九
一
。

　
　
　
　
上
野
富
井
　
貞
生

梯
子
田
の
尽
き
た
る
と
こ
ろ
花
菖
蒲

日
の
照
り
て
花
馬
鈴
薯
の
匂
う
径

　
　
　
　
大
倉
金
子
　
洋
石

自
転
車
の
少
女
夏
蝶
残
し
去
る

　
中
屋
敷
婦
人
学
級
　
白
井
す
み
い

蕗匂

ふ
心
た
の
し
き
厨
ご
と

雪
解
も
や
花
よ
り
も
濃
く
立
ち
て
ゐ
し

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
　
凡
石

陸
稲
の
畑
に
巣
立
ち
て
雲
雀
の
子

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
　
文
峯

雨
上
り
青
田
の
色
の
目
に
し
み
て
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×
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者

萱
屋
根
の
大
き
苗
床
又
大
き

ど
く
だ
み
の
大
群
落
に
雨
そ
そ
ぐ




